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回転乾燥機を 

安全にご使用いただくために 

 

 

 

 

『注意書』 

 

 

 

                     お守りいただきこと 

 

本乾燥機では、石油系溶剤を含んだ 

品物を乾燥しないでください。間違っ 

て乾燥すると、死亡・怪我、あるいは 

火災など重大な事故につな がる恐れ 

があります 

機械の設置、取扱にあたっては、本 

書及び取扱説明書をよく確認したう 

え、安全にご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 山本製作所 

 



 

 
ご使用の前に注意していただきたいこと 

 

 

本回転乾燥機では、石油系溶剤を含んだ品物を乾燥しないで下さい。 

間違って乾燥すると、気化した溶剤が静電気等により発火し、死亡・怪我、あるいは火災・

爆発など重大な事故に至る危険性があります。 

このような事故を起こさないため、ご使用に当たっては必ずこの『注意書』をはじめ、『取

扱説明書』注意書きのチラシやスッテカ－等をよく確認したうえ、取扱代理店の説明を受け

て安全にご使用下さい。 

取扱の不注意により起こった事故に関しては、当社としては一切責任を負いかねますので十

分ご注意下さい。なお、ご面倒ですが代理店の説明を受けられた後、別紙の『試運転確認書』

にご署名のうえ、当社までお送り戴きますようよろしくお願い申しあげます。 

                                                                                  

         

 
安全のため必ずお守りいただきたいこと 

 

 

☆設置、試運転の前に、必ず下記の安全上の注意事項をよくお読みいただき、

正しく機械を設置し、正しくご使用いただきますようお願い致します。 

 

☆事業所全員の皆様にもご説明を徹底し、安全にご使用下さい。 

 

☆ここに示した注意事項は、回転乾燥機を安全にお使いいただき、“事業所内・

外”の人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。 

以下に記載した注意事項は誤った設置や、取扱により生じると想定される事

故の“危険度”“損害の大きさ”“切迫の程度”等により『危険』『警告』

『注意』の３段階に区分しています。 

いずれも安全に関する重要な内容ですので、熟読し必ずお守り下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

表示の内容 
 

                                                                                   

 本回転乾燥機では、石油系溶剤（洗浄液）を含  

 んだ品物を乾燥しないで下さい。  

 下記の表示には細心の注意を払い、設置・取扱をして下さい。  

  
  危険 

この表示を無視して誤った設置・取扱をすると、「人が死亡、又は重症   

  を負う」危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。   

  
  警告 

この表示を無視して誤った設置・取扱をすると、「人が死亡、又は重症   

  を負う」危険が生じる可能性が想定される内容を示しています。   

  
  注意 

この表示を無視して誤った設置・取扱をすると、「人が損害を負う」ある   

  いは「物質的損害」の発生が想定される内容を示しています。   

   

 

                                                                                   

 

  危険 表示の内容 

                                                                                   

 この表示を無視して誤った設置・取扱をすると、「人が死亡、又は重症  

 を負う」危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。  

 

 ☆設備・作業場 

     ◇回転乾燥機設置作業場周辺は火気厳禁です。                                     

 引火防止のため、作業場内、及び排気口付近での次の行為は火種となるため絶対に禁  

 止してください。引火により火災や爆発の恐れがあります。  

   ○ボイラ－・スト－ブ・電熱器などの火気機器の設置、及び持ち込み。  

   ○喫煙、及びライタ－・マッチほか発火物の使用。  

 

   ☆溶剤 

     ◇水で洗濯した品物を乾燥して下さい。                                           

 乾燥する品物は、必ず水で洗濯したものに限ります。  

 引火性のある溶剤で洗濯した品物を乾燥すると、火災や爆発の危険性が高くなります。  

 また、塩素系溶剤を含んだ品物は乾燥しないで下さい、機械が腐食します。  



 

      ◇洗濯後低引火点の助剤で処理した品物は乾燥しないで下さい。                    

 ベンジン・アルコ－ル・ガソリン・シンナ－、その他40℃以下の引火点を持った助剤（しみ  

 抜き剤等）で処理した品物は絶対に乾燥しないで下さい。  

 上記の助剤で処理した品物を乾燥すると、火災や爆発の危険性が高くなります。  

 

   ☆乾燥物 

      ◇衣類をよく脱水してから乾燥して下さい。                                      

 脱水をしていない品物は絶対に乾燥しないで下さい。  

 

     ◇乾燥品物の点検をして下さい。                                                

 乾燥する品物の点検を行い、ポケット内のライタ－・マッチ・金属類は取り除いて下さい。  

 取り除かずに乾燥すると、点火源となり火災や爆発を招く恐れがあります。  

 

      ◇乾燥終了後品物を内胴内より速やかに取り出して下さい。                        

 乾燥終了後品物は、内胴内に放置せず速やかに取り出して下さい。  

 内胴内に放置しますと、蓄熱などにより品物が自然発火し火災を招く恐れがあります。  

 

                                                                                   

  警告 表示の内容 

                                                                                   

 この表示を無視して誤った設置・取扱をすると、「人が死亡、又は重症を負う」  

 危険が生じる可能性が想定される内容を示しています。  

 

 ☆設備・作業場 

      ◇必ずア－ス（接地）工事をして下さい。                                        

 専門の工事業者に依頼し、D種接地工事（ア－ス・接地抵抗100Ω以下）をして下さい。  

 ア－ス工事が不備の場合は、静電気や異常電流の逃げ場がなく、静電気により「引火  

 爆発」を起こしたり、「感電」事故が発生する危険があります。  

 また、万一落雷やショ－トなどによりノイズ電流が流れ、機械の誤動作や焼損が発生  

 し、それが元で火災や爆発事故などにつながる恐れがあります。  

 

      ◇製品の改造禁止                                                             

 メ－カ－の指示なく勝手に機械を改造したり、機能を変更したりしないで下さい。  

 思わぬ事故を引き起こす原因となります。  



 

      ◇停電した場合速やかに品物を取り出して下さい。                                

 停電した場合品物を速やかに取り出して下さい。そのまま放置しますと蓄熱により自然  

 発火する可能性があり、火災を招く恐れがあります。  

 

   ☆乾燥物 

      ◇衣類の定格負荷量以上に品物を入れないで下さい。                              

 品物を定格負荷量以上入れると、装置の故障の原因となり、思わぬ事故を引き起こす  

 恐れがあります。  

 

   ☆機械管理、及び取り扱い 

      ◇ヒ－タ－吸気部の金網を掃除して下さい。                                      

 ヒ－タ－吸気部のゴミ取り金網の掃除は１週間に１回必ず行って下さい。  

 ヒ－タ－吸気部のゴミ取り金網が詰まると、十分に加熱されなくなり、かつ風量が低下し  

 乾燥が不十分となり、火災の恐れがあります。  

 

      ◇リントフィルタ－の掃除をして下さい。                                        

 リントフィルタ－の掃除は必ず毎日実施して下さい。また、布の目詰まりがある場合は、  

 水洗い後十分乾かしてから取り付けて下さい。リントフィルタ－が詰まると、風量が低下  

 し乾燥が不十分となり、火災の恐れがあります。  

 

      ◇排気ダクトの掃除をして下さい。                                              

 排気ダクトの掃除は必ず１ヶ月に１回実施して下さい。  

 排気ダクトが詰まると、風量が低下し乾燥が不十分となり、火災の恐れがあります。  

 

      ◇内胴の回転中は品物の出し入れをしないで下さい。                              

 品物の出し入れは必ず内胴が停止してから行って下さい。  

 内胴の回転中に手などを入れることは、事故のもとになります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  注意 表示の内容 

                                                                                   

 この表示を無視して誤った取扱をすると、「人が損害を負う」あるいは「物質的  

 損害」の発生が想定される内容を示しています。  

 

 ☆機械設備 

      ◇据え付け場所                                                               

 水がかかる所、直射日光の当たる所、ボイラ－室、その他近くで火を使用している所な  

 どへ設置しないで下さい。  

 また、水で機械を洗ったりしないで下さい。感電したり電気ショ－トで火災になる可能性  

 があります。  

 

      ◇電源の配線は容量の大きい電線を使用して下さい。                              

 元電源からの配線は独立専用回線を設け、指定された規格以上の電線を使用して下さ  

 い。規格より細い電線で接続すると、電線の発熱により火災になることがあります。  

 

 ☆機械管理、及び取り扱い 

      ◇冷風乾燥せずに品物を取り出さないで下さい。                                  

 乾燥工程終了後、必ず冷風乾燥を十分実施して下さい。  

 冷風乾燥をしないと装置内の温度が十分に下がらず、高温になっている場合があり、品  

 物を取り出すときに誤ってフタ、及びバスケット入り口部などに触れると火傷を負うことが  

 あります。  

 

      ◇蒸気は指定圧力以上で運転しないで下さい。                                    

 指定圧力（0.5～0.7MPa）以上で運転すると、ヒ－タ－の寿命が短くなり破損しやすくなり  

 ます。ヒ－タ－が破損すると、火傷を負うことがあります。  

 

      ◇ヒ－タ－、及び蒸気配管には触れないで下さい。                                

 蒸気投入中ヒ－タ－、及び蒸気配管など高温になっていますので触れないで下さい。誤  

 って触れると火傷を負うことがあります。  

 

      ◇修理するときは元電源、及び蒸気元バルブを遮断してから行って下さい。          

 機械の修理を行う場合は、必ず元電源を切り、及び蒸気元バルブを締め、「修理中」の  

 札を下げてから行って下さい。修理中に誤って電気を通じると感電したり、誤操作により  

 モ－タ－が回転した場合非常に危険です。また、修理中蒸気元バルブを開いたまま誤っ  

 て配管に触れると火傷するなど非常に危険です。  



 

      ◇パネル、カバ－類を取り外した状態での運転を禁止します。                      

 パネル、カバ－類を取り外した状態で運転すると、「ベルトやプ－リ－に巻き込まれる」こ  

 とにより重大事故につながる危険性があります。  

 パネル、カバ－類は、必ず正規の位置にしっかり固定した状態で運転して下さい。  

 

      ◇作業終了後は、機械の電源、及び元電源を切って下さい。                        

 その日の作業終了後は、機械の電源、及び元電源を切って下さい。電源をいれたまま  

 にしておくと思わぬ事故につながることがあります。  

 休憩時など、長時間にわたって運転しない場合も電源を切って下さい。  

 

      ◇機械の上には物をおかないで下さい。                                          

 制御ボックス内の放熱が妨げられて故障や発火の原因となります。また、落下事故によ  

 る怪我や故障の原因にもなり危険です。  

 

      ◇作業終了後は、蒸気元バルブを締めて下さい。                                  

 作業終了後、及び長時間運転しない場合は、必ず蒸気元バルブを締めて下さい。  

 また、異常発生時、及び修理・調整時も必ず蒸気元バルブを締めて下さい。蒸気を入れ  

 たままにしておくと、思わぬ事故につながることがあります。  

 

 ☆異常対処 

      ◇警報装置を解除し、危険な運転はしないで下さい。                              

 故障や異常を知らせるブザ－（警報装置）が作動した場合は、トラブルの原因を調べ、  

 正常に回復させてから運転を再開して下さい。  

 異常状態のまま運転を再開するとより危険な状態を招く恐れがあります。  

 

      ◇緊急時には、直ちに電源を切って下さい。                                      

 何か緊急に機械を止めなければならない時は、機械の電源、あるいは停止ボタンを押  

 し、元電源を切り、内胴内の品物を取り出して下さい。なお、万一火災や爆発が発生し  

 た場合は直ちに元電源を切って下さい。  



 

 ☆溶剤・乾燥物 

      ◇腐食性の洗浄助剤を使用した品物を乾燥しないで下さい。                        

 酸、アルカリ、その他腐食性の物質を含んだ洗浄助剤を使用して洗濯した品物を乾燥す  

 ると機械が腐食し、更に穴があく危険性があります。  

 また、エタン、パ－クなどの塩素系溶剤は腐食の原因となるほか、有害物質としての取  

 り扱いが必要となりますので、前処理などに絶対に使用しないで下さい。  

 

      ◇危険物、及び生き物の乾燥はしないで下さい。                                  

 機械で衣類関係以外の物を乾燥することはしないで下さい。火災や死亡事故につなが  

 ります。  

 

      ◇乾燥温度は衣類に応じて設定して下さい。                                      

 繊維によっては、適正温度以上で乾燥すると、乾燥後自然発火し火災を招く恐れがあり  

 ます。また、衣類のちぢみなどの事故の恐れがあります。  
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はじめに 

この度は、蒸気式回転乾燥機 ＶＳ５００をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 

機械械は、シーケンサー制御方式を用いた、蒸気式乾燥機であり、シーケンサーと連動したサーミス

タとダンパー弁を組み合わせた独特の制御方式により、温度制御を行っているため、安定した温度コン

トロールを行うことが出来る特徴を持った乾燥機です。 

尚、ご使用前にこの『取扱説明書』を最後までお読みいただき、各部の機能を充分理解され、使用上

の注意を守って大切に機械をお取扱いいただき、末永くご愛用いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

メモ 

     ご購入年月日          年      月      日 

     機種名          ＶＳ５００ 

     製造番号        Ｎｏ． 

     ご購入代理店 

                   Tel. 

 

お願い 

  機械の製造番号は、機械械のアフターサービス時の基本番号となりますので、修理の依頼、及び部

品注文等の場合には、必ず機械の製造番号をお知らせください。 

 

※ 予告なしに技術的改良、及び変更を行うことがあります。 

※ 予告なしに価格の変更を行うことがあります。 
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目次 

蒸気式回転乾燥機を安全にご使用いただくために  『注意書』 

 

１．据え付け工事について 

１－１ 運搬、搬入 

１－２ 据え付けスペース 

１－３ 基礎工事及び据え付け 

１－４ 配管工事 

１－５ 排気ダクト工事 

１－６ 電気工事 

 

２． 機械の仕様について 

２－１ 機械の主な仕様 

２－２ 据え付け時のデーター 

２－３ 機械の外観図 

 

３． 操作の説明 

３－１ 操作パネルの説明 

３－２ 条件設定方法 

３－３ パトライト動作設定方法(オプション) 

 

４． 運転の仕方 

４－１ 運転準備 

４－２ 運転方法 

 

５．通常の手入れについて 

 

６． 各部の点検調整 

６－１ ダンパー弁の点検・調整 

６－２ Ｖベルトの点検・調整 

６－３ バスケットの芯出し 

６－４ 主軸部のベアリング交換 

 

７． エラー表示について 

 

８． ディップスイッチ操作について 

 

９． トラブルシューティング 

※電気回路図 
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１． 据え付け工事について 

１－１ 運搬、搬入 

A) 機械の運搬、搬入に際しては、極度の衝撃を 

   与えたり、機械の外装部に損傷を与えないよ 

 うに取り扱ってください。 

   Ｂ） 降雨の場合、機械の運搬、搬入に際しては、 

 必ず本体にビニールシート類をかけて、雨水 

 が多少なりとも機械内に（特に制御ボックス内） 

 に入らないように注意してください。 

   Ｃ） クレーン等で機械を吊り上げる場合は、本体 

 上部に取り付けている吊り上げボルト（４ヶ所） 

 にフックを掛け、吊り上げてください。 

 

   １－２ 据え付けスペース 

   危険 
回転乾燥機設置作業場所周辺は火気厳禁 

 ・ボイラー、ストーブ、電熱器などの火気機器の設置、及び持ち込み禁止。 

 ・喫煙、及びライター、マッチほか発火物の使用禁止。 

 ・溶接や研磨作業等火花を発生させる工事の禁止。引火により火災や爆発

の恐れがあります。 

    注意 
水のかかる所、直射日光の当たる所、ボイラー室、その他近くで火を使用して

いる所などへの設置禁止。 

機械の上には絶対に物を置かない。 

 

機械械の保守点検を容易に行うため、機械後部のスペースを機械最後部より７０ｃｍ以上取っ

てください。 

機械上部のスペースは、機械最上部より１ｍ以上あけ、機械上部には物を置かないでくださ

い。 

なお、乾燥機と周囲の壁等との間隔については、乾燥機を設置する地域を管轄する消防署に、

お問い合わせください。 

 

   １－３ 基礎工事及び据え付け 

      機械械の据え付けは、機械自重による床荷重（800ｋｇ/ｍ２）に充分耐えられる所で、かつ、水

平な所であれば、特別な基礎工事の必要はなく、簡易基礎にて水平を出し、４本のアンカーボ

ルトにて固定するだけで充分です。ただし、特に地盤の弱い所は、ベース図（Ｐ．８）を参照の上

基礎工事をしてください。また、機械の据え付けは水平器を用いて、左右は水平にし、機械の

前後方向は機械前側が少し上がり気味になるように据え付けてください。 
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   １－４ 配管工事 

    注意 
蒸気は、指定圧力以上での運転禁止。 

指定圧力以上で運転すると、ヒーターの寿命が短くなり破損し易くなります。 

ヒーターが破損すると火傷を負うことがあります。 

蒸気指定圧力 ０．５～０．７ＭPa （５～７ ｋｇ／ｃｍ２） 

ヒーター、及び蒸気配管には触れないでください。 

     ※１．１ＭPa＝１ｋｇ／ｃｍ２ 

 

A)  蒸気配管は、２５Ａ（１Ｂ）以上の錆びの出にくいパイプを使用し、出来るだけ抵抗損失の

ないように配管するとともに、機械の接続箇所まで保温材を巻いてください。 

B)  蒸気配管は、蒸気主管の上部より取り出し、手動バルブ（２５Ａ）を取り付けた後、ユニオ

ン、またはフランジ接続にて機械に配管接続してください。 

C)  蒸気圧力は、０．５～０．７ＭＰａ（５～７ｋｇ／ｃｍ２）にて供給してください。これより圧力が

高い場合は、減圧弁で所定の圧力になるように調整してください。また、蒸気の配管路に

蒸気圧力を確認できるように圧力計を設置してください。 

D)  蒸気配管出口は、２０Ａの鉄管を使用し、各出口に対しスチームトラップ及び逆止弁を取り

付けてください。スチームトラップは、ヒーター出口より５００ｍｍ以上下がった所に取り付

けてください。ドレン回収される場合は、特にスチームトラップをヒーター出口より高い所に

取り付けないでください。 

E) 配水管路は、わずかな排圧でドレンを排出できるように配管してください。 

F) 蒸気配管中にドレンが溜まらないように十分注意してください。 

G) 配管の重さや伸縮によって、機械に無理な力が加わらないように注意してください。 

H) プーリーカバーの取り外しが可能なように配管を行ってください。 

I) 配管接続終了後、各部分の蒸気漏れを点検し配管内の洗浄掃除を行い、ゴミやシール材

によるスチームトラップの詰まりを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

   １－５ 排気ダクト工事 

A) 排気口は、機械後側にある外形３４８φに加工した板です。 

B) 乾燥機の排気は、水蒸気や溶剤蒸気を含んでいますので、必ず排気ダクトによって屋外

に排出してください。 

C) 排気ダクトは、亜鉛鉄板、または同等以上の耐熱性、及び耐食性を有する不燃材料にて

工事を行ってください。 

D) 排気ダクトは、内径３５０φ以上のものを使用し、排気口接続部から排気ダクト最終出口な

で最短ルートで配管し、曲がり部分は可能な限り最小にしてください。 また、曲がり部が

３ヶ所以上となる場合や、 曲がり部にアールのない直角エルボを使用する場合は、４００

ｍｍφ以上のダクトを使用して施工してください。 

E) ２台以上の機械を据え付ける場合、なるべく排気ダクトは個別に配管してください。やむを

得ず、集中ダクトを施工する場合は、合流するところより後のダクト径を最低下記の寸法

以上としてください。また、合流地点は排風がスムースになるように、斜めに接続してくだ

さい。（直角接続はしないこと） 

            ２台の場合・・・・・・・５００ｍｍφ以上 

            ３台の場合・・・・・・・６００ｍｍ角ダクト以上 

曲がり部が３ヶ所以上ある場合は、上記ダクト径×１．２５以上のダクトにて施工してくださ

い。 また、排気ダクトの総長は直管相当長さで２０ｍを超えないようにしてください。３５０

ｍｍφアールエルボ１個の直管相当長さは、約７ｍ（直角の場合は１４ｍ）です。 

F) 外部への引き出し方法は、該当地の法規に従って施工してください。 

G) 排気ダクトの接続部から洩れが無いように必ずシールしてください。 

H) 排気ダクトが可燃性壁体を貫通する場合は、不燃材料にてダクトを保護し、ダクトの熱が

壁に伝わらないように施工してください。 

I) 排気ダクトの先端は、雨風が入らないように下方に向けるか、抵抗の少ないベンドキャッ

プ等を取り付けてください。 

J) 風の強く吹き込む所、通路、人通りのある所、火気のある所、屋内、床下、屋根裏などに

排気ダクトを出さないようにしてください。 

K) 排気ダクト付近に可燃物を置かないでください。 

L) 近所に迷惑を掛けるような所に排気しないように気をつけてください。 

M) 排気ダクトは、点検・掃除が行えるように所々に点検口を取り付けてください。 
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   １－６ 電気工事 

    警告 必ずアース（接地）工事をすること。 

    注意 電源の配線は必ず容量の大きい電線を使用すること。 

     ※電気工事を行う場合、電気工事の資格が必要です。従って、電気工事は、専門の業者に依頼

してください。 

A) 電源は、三相２００Ｖが必要です。 

B) 電気配線は、２００Ｖ電源用として、５．５ｍｍ２ ４芯コードが約２．５ｍ出ていますので、機

械の近くに分岐スイッチ（４０Ａ）を設け接続してください。 

C) ４芯コードの内 “緑色” の線は、機械本体に接地してありますので、 “緑色” の線を、

機械械単独の D 種接地工事（アース）を行ってください。水道管、ガス管、電話線のアース

線には、絶対に接続しないようにしてください。アースが接続されないと、爆発の危険や、

落雷の時に大きな電流が逆流することがあります。  D 種接地工事（対象機器ＡＣ３００Ｖ

以下、接地抵抗１００Ω以下、接地線の太さ１．６ｍｍφ以上） 

D) 回転方向の確認は、ファンモーターの回転で合わせてください。回転方向は、機械後面か

ら見て右回転（時計の回転方向）です。回転方向が違う場合は、必ず電源側にてアース線

（緑色の線）を除く３線の内２本を入れ換えてください。機械械の制御盤内での入れ換えは、

絶対にしないでください。 

E) 落雷の恐れがあるとくは、三相２００Ｖ・・・・機械元電源（分岐スイッチ）を切ってください。

シーケンサーが破損することがあります。 
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２． 機械の仕様について 

２－１ 機械の主な仕様 

型          式 ＶＳ５００ 

標準負荷量（ＪＩＭＳ） ５０（５７．５）                            ｋｇ 

操  作  回  路 シーケンサー制御 

温  度  制  御 サーミスタ制御 

 

寸      法 １４００φ×９３５                            ｍｍ 

形      式 外周穴あきバスケット 

駆 動 方 式 プーリー減速 

回 転 数 ３３                                    ｒｐｍ 

電

動

機 

電        源 ＡＣ２００Ｖ  ３相  ４０A 

駆 動 モーター １．５ｋＷ  ６Ｐ 

ファンモーター ３．７ｋＷ  ４Ｐ 

蒸
気 

蒸 気 圧 力 ０．５～０．７ （５～７）                 ＭＰａ（ｋｇ／ｃｍ２） 

蒸 気 消 費 量 １６０                                  ｋｇ／Ｈ 

排 風 ダ ク ト 径 ３５０φ                             ｍ ｍ 

安   全   装   置 ドアスイッチ 

 

  ２－２  据え付け時のデーター 

最 大 機 械 寸 法 間口１５３０×奥行１７８０×高さ２４００     ｍｍ 

機 械 ベ ー ス 寸 法 間 口 １ ５ １ ５ × 奥 行 １ ０ ９ ５   ｍ ｍ 

保 守 点

検範囲 

機 械 後 面 ７００ｍｍ以上 

機 械 上 部 １ｍ以上 

電 力 
電 源 ＡＣ２００Ｖ  ３相  ４０Ａ 

全 定 格 ５．２                         ｋＷ 

蒸 気 

配 管 径 （入口）２５Ａ  （出口）２０A×２ 

標 準 供 給 圧 ０．５～０．７（５～７）        ＭＰａ（ｋｇ／ｃｍ２） 

消 費 量 １６０                        ｋｇ／Ｈ 

排 風 ダ ク ト 径 ３５０φ                       ｍｍ 

機 械 出 口 風 量 
５０Hz ５２                       ｍ３／ｍｉｎ 

６０Hz ６２                       ｍ３／ｍｉｎ 

全 ダ ク ト 最 大 圧 力 損 失 ０．１０                        ＫＰａ 

機 械 重 量 ９９０                         ｋｇ 
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   ２－３ 機械の外観図 
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３． 操作の説明 

   ３－１ 操作パネルの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   SW１；電源スイッチ・・・・このスイッチを押すと電源スイッチ部の LED が点灯し、乾燥機の電源がＯＮ

されます。また、非常時には、このスイッチを押すと電源が切れ、乾燥機が

全停止します。 

   SW２；運転スイッチ・・・・乾燥機の電源がＯＮの状態の時に、このスイッチを押すと、表示されている

乾燥条件で乾燥を開始します。運転中にこの LED が点灯します。 

                また、プログラム修正モードの時にこのスイッチを押すと、プログラムページ

が変更されます。 

   SW３；停止スイッチ・・・・乾燥運転中にこのスイッチを１回押すと、一時停止状態となり、もう１回押す

と乾燥行程が全停止します。また、停止スイッチを１回押した状態（一時停

止状態）で、運転スイッチを押すと選択されているコースの続きを運転しま

す。乾燥機が、停止中は、この LED が点灯、一時停止中は、点滅となりま

す。 

   SW４；バスケット回転スイッチ 

               ・・・・このスイッチを押すことによって、バスケットの回転方法を変更します。 

                        選択されたほうの回転方法の LED が点灯します。 

   SW５；修正スイッチ・・・・スイッチを一回押すと、プログラム修正モードに変わり、LED が点灯します。

修正モードの状態で、もう１回押すと、変更された条件が記憶されます。 

   SW６；コース選択スイッチ 

               ・・・・コースを選択することによって、記憶された乾燥条件で乾燥運転されます。 

   SW７，SW９，SW１１；条件変更スイッチ・ ・ ・温度、乾燥、冷風時間の１０の位の数値を変更します。 

   SW８，SW１０，SW１２；条件変更スイッチ・・温度、乾燥、冷風時間の１の位の数値を変更します。 

   D１；温度表示窓・・・・・・設定温度、及び運転中の現在ファン出口温度を表示します。 

   D２；乾燥時間表示窓・・設定乾燥時間、及び運転中の現在の乾燥行程残り時間を表示します。 

   D３；冷風時間表示窓・・設定冷風時間、及び運転中の現在の冷風行程残り時間を表示します。 
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   ３－２ 条件設定方法 

        本乾燥機では、５コースまでの乾燥条件を設定記憶させることができます。 

        記憶できる項目、及び設定範囲は、下表のようになっています。 

表示部 ページ１ ページ２ 

温度 内容 ファン出口温度  

設定範囲 ０～１２０℃  

乾燥 内容 乾燥時間 バスケット回転時間 

設定範囲 ０～９９分  １分毎 ０～１９９秒  １秒毎 

冷風 内容 冷風時間 バスケット停止時間 

設定範囲 ０～９９分  １分毎 ６～１９９秒  １秒毎 

      条件設定の変更方法は、以下の通りです。 

        ａ） 変更したいコースのスイッチを押してください。 

           （変更するコースのＬＥＤが点灯していることを確認してください） 

        ｂ） 修正スイッチ（ＳＷ５）を押してください。（修正／書込みのＬＥＤ点灯） 修正モードになり

ます。 

        ｃ） 温度表示窓（Ｄ１）の 100 の桁の右下にドットが点灯し、ページ１の項目の設定値が、各

表示窓に表示されます。数値を変更したい場合は、各表示窓の下の条件変更スイッチ

を押して、希望の条件値に合わせてください。 

        ｄ） 運転スイッチ（ＳＷ２）を押すと、温度表示窓（Ｄ１）の 10 の桁の右下にドットが点灯し、

ページ２の項目の設定値が、各表示窓に表示されます。 

バスケット回転時間、及び停止時間の設定値が 100秒を超える時は、10の桁の右下

にドットが点灯します。 

              例） 120 秒を設定したい場合は、表示を “２．０” にしてください。 

                 表示が “２ ０“ の場合は、20 秒の設定となります。 

            また、バスケット回転時間を、“０”に設定した場合は、静止乾燥になります。 

                  注）ガス式回転乾燥機では、バスケット回転時間は、１５秒以上にしてください。 

            運転スイッチ（ＳＷ２）を１回押すごとに、ページ１とページ２を交互に表示します。 

        ｅ） 全ての乾燥条件が設定し終わり、修正スイッチ（ＳＷ５）を押すと設定した条件が記憶さ

れます。（修正完了； 修正／書込みのＬＥＤ消灯） 

           なお、条件設定のどのページにあっても、修正スイッチ（ＳＷ５）を押された時点の乾燥

条件を記憶します。 

        ｆ） オールクリアについて 

            電源ＯＦＦの状態（電源スイッチ（ＳＷ１）ＬＥＤ等全て消灯）で、温度表示窓（Ｄ１）の下

の右側の条件設定スイッチ（ＳＷ８）と乾燥時間表示窓(Ｄ２)の下の左側の条件設定

スイッチ（ＳＷ９）を押しながら電源スイッチ（ＳＷ１）を押すと、全乾燥条件が、“０” 

にクリアされます。 

             （バスケット回転時間は “６０”秒、停止時間は “６”秒に設定されます） 
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   ３－３ パトライト動作設定方法(オプション) 

        オプションでパトライトを装着している場合、パトライトの動作を選択することができます。 

ａ） 運転中点灯(運転開始から END 表示まで点灯。END 表示中は消灯) 

         電源ＯＦＦの状態(電源スイッチ(ＳＷ１)ＬＥＤ等全て消灯)で、運転スイッチ(ＳＷ２）を 

         押しながら電源スイッチ(ＳＷ１)を押すと、ピッという音が鳴り、設定が完了します。 

ｂ） 停止中点灯(運転待機状態、END 表示中、自動運転が停止するエラー表示中点灯) 

         電源ＯＦＦの状態(電源スイッチ(ＳＷ１)ＬＥＤ等全て消灯）で、停止スイッチ（ＳＷ３）を 

         押しながら電源スイッチ(ＳＷ１）を押すと、ピッピッという音が鳴り、設定が完了します。 

ｃ） END 表示中点灯(END 表示中のみ点灯) 

         電源ＯＦＦの状態(電源スイッチ(ＳＷ１)ＬＥＤ等全て消灯)で、運転スイッチ(ＳＷ２)と 

         停止スイッチ(ＳＷ３)を押しながら電源スイッチ(ＳＷ１)を押すと、 

         ピッピッピッという音が鳴り、設定が完了します。 
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４． 運転の仕方 

   ４－１ 運転準備 

    危険 
・必ず水で洗濯した品物を乾燥すること 

・洗浄後低引火点の助剤で処理した品物の乾燥禁止 

・必ず乾燥する品物を点検すること 

    警告 
・製品の改造禁止（メーカーの指示なく勝手に機械を改造したり、機能を変更し

たりしないでください 

・衣類の定格負荷量以上に品物をいれない 

    注意 
・パネル、カバー類を取り外した状態での運転禁止 

・警報装置を解除した状態での運転禁止 

・必ず乾燥温度は、衣類に応じて設定すること 

・腐食性のある洗浄助剤を使用した品物の乾燥禁止 

・危険物、及び生き物の乾燥禁止 

Ａ） 蒸気の元バルブが閉まっていることを確認してください。 

Ｂ） 乾燥する品物を入れるバスケット内部がきれいになっているか確認してください。 

Ｃ） 分岐スイッチを “ＯＮ” にしてください。電源スイッチ（ＳＷ１）のＬＥＤが点灯します。 

Ｄ） 電源スイッチ（ＳＷ１）を押してください。温度表示窓（Ｄ１）にバージョンＮｏ．（１．００等）

を表示後、停止スイッチ（ＳＷ３）のＬＥＤ、及びコース１のＬＥＤが点灯し、記憶している

乾燥条件が表示されます。（注；電源スイッチＯＮ時には、表示が２０秒間点滅表示とな

ります） 

Ｅ） リントフルターが装着されていることを確認してください。 

Ｆ） ドア、及びリントフルターフタ（下部カバー）が閉まっていることを確認してください。 

Ｇ） ３－２項 条件設定方法に従って、各条件を設定してください。 

Ｈ） 運転スイッチ（ＳＷ２）を押して、空運転し異常がないか確認してください。 

   異常がなければ、停止スイッチ（ＳＷ３）を２回押してください。乾燥機が停止します。 

    注）停止スイッチ（ＳＷ３）を１回押すと一時停止となります。また、ドアを開けたときに

も一時停止となります。 

Ｉ ） 蒸気の元バルブを開き蒸気が入るようにしてください。 

Ｊ）  運転スイッチ（ＳＷ２）を押して温度が徐々に上昇してきたらスチームトラップの弁を締

めてください。 

Ｋ） 温度制御ダンパーが正常に作動しているか確認してください。 

Ｌ） 運転が、完了したら準備完了です。 
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   ４－２ 運転方法 

    危険 
・乾燥終了後品物を内胴（バスケット）内より速やかに取り出すこと 

・衣類をよく脱液してから乾燥すること 

    警告 
・停電した場合は、速やかに取り出すこと 

・バスケットの回転中は、品物の出し入れ禁止 

    注意 
・冷風乾燥せずに、品物の出し入れ禁止 

・蒸気ヒーターには絶対に触れないこと 

・作業終了後は、必ず機械の元電源を切ること 

・作業終了後は、必ずスチームトラップを開いて１分ほど経過してから蒸気の元

バルブを締めること 

・緊急時には、直ちに電源を切ること 

        Ａ） 元電源を入れて、電源スイッチ（ＳＷ１）を押してください。 

        Ｂ） 蒸気の元バルブを開いてください。 

        Ｃ） 洗濯物を入れ、ドアを確実に閉めてください。 

            注） ドアスイッチが “ＯＮ” していないと、運転開始時にエラーが発生しますので確

実に閉めてください。 

        Ｄ） 希望の乾燥条件のコーススイッチを押してください。 

        Ｅ） 運転スイッチ（ＳＷ２）を押してください。乾燥が開始します。 

            注） 運転中の表示 

                 温度・・・・・・・・・・・ファン出口温度 

                 乾燥・冷風・・・・・・残り時間（進行中の行程が点滅表示） 

                   乾燥開始してから、品物の水分が蒸発するので乾燥温度の表示は徐々

に上昇し、設定時間が終了しても設定温度まで達しないこともあります 

        Ｆ） 運転途中でドアを開けると、ブザーとともに温度表示窓に“Ｅ１７”を５秒間表示します。 

           この時、バスケットの回転は停止し、一時停止状態となります。 

            注） 一時停止の状態が１分以上継続するとエラー６９が発生します。 

        Ｇ） 残り時間が “０”になると、 “Ｅｎｄ”表示、ブザーとともに自動的に運転が停止し、ドア 

               が開けられるまで最長２時間、さばき行程を行います。“Ｅｎｄ”表示の状態の時も、必ず

停止スイッチ（ＳＷ３）を押して完全停止にしてください。 

        Ｈ） 一日の作業終了後は、下記の項目を行ってください 

            ・バスケット内の衣類を必ず取り出してください。 

              注） 乾燥後、そのまま放置しておくと自然発火する衣類がありますので、絶対に 

                 バスケット内には衣類を残さないようにしてください。 

            ・機械の元電源（ＡＣ２００Ｖ）を、必ず切ってください。 

            ・リントフルターの掃除を、必ず行ってください。 
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５．通常の手入れについて 

    注意 
修理する時は、必ずもと電源、及び蒸気の元バルブを遮断してから行ってくだ

さい。 

 

  ５－１ 毎日行っていただきたいこと 

    警告 リントフィルターの掃除を必ず毎日すること。 

     Ａ） 蒸気漏れの点検 

         蒸気供給管、蒸気ヒーター、継手等からの蒸気漏れがないか点検し、漏れのある場合は、

直ちに修理してください。 

     B） リントフィルターの掃除 

         運転終了後、前側下部カバーを取り外してリントフィルターに付着した糸屑、周辺に溜まっ

た糸屑等をきれいに掃除してください。リントフィルターに糸屑等のゴミが溜まると乾燥が

遅くなるばかりでなく、エラーの発生の原因にもなります。 

     C） 異常音の確認 

         機械を運転している時に、異常音がないか確認してください。異常音がある場合には、異

常音の出ている箇所を見つけ、早急に点検修理をしてください。高速回転している箇所等

の場合は、特に危険ですので注意してください。 

     D) スチームトラップの作動確認 

         スチームトラップが正常に作動しているかの確認を行ってください。正常に作動していない

と温度が上がらず衣類の乾燥が出来ません。 

 

  ５－２ 一週間毎に行っていただきたいこと 

    警告 吸気部の金網を掃除してください。 

     Ａ） 吸気部の金網を掃除 

         機械上部にあるヒーター吸気部の金網に溜まったほこりを掃除してください。 

 

  ５－３ 一ヶ月毎に行っていただきたいこと 

    警告 排気ダクトの点検・掃除をすること 

     Ａ） 排気ダクトの点検・掃除 

         接続部のはずれ、ゴミ詰まり、ダクトの破損等の点検を行ってください。特に、ゴミ詰まりが

あると乾燥時間が長くなるばかりでなく、バスケット入口温度が上昇し衣類に悪影響を与

えたり、エラーの発生の原因にもなりますので、注意して掃除を行ってください。 

     Ｂ） Ｖベルトの点検 

         Ｖベルトの破損、緩み等ないか点検し、異常がある場合は、“Ｖベルトの点検調整”に従っ

て処置を行ってください。 
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C） ストレーナーの点検・掃除 

         蒸気入口部に取り付けられたストレーナーは、異物が詰まりやすいので必ず定期的に点

検・掃除を行ってください。特に配管をされた初期、及び蒸気配管ラインの工事を行った後

などは、異物が詰まりやすいので、その都度掃除をするようにしてください。 

 

５－４  その他の点検掃除 

機械本体各部の清掃 

機械の清掃は、必ず元電源、及び蒸気の元バルブを締めてから行ってください。汚れ

がひどい時には、中性洗剤を布に浸してふき取ってください。   たわし、磨き粉、シン

ナー、ベンジン類は絶対に使用しないでください。 
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６．各部の点検調整 

    注意 修理する時は、必ず元電源、蒸気の元バルブを締めてから行ってください 

  ６－１ ダンパー弁の点検・調整 

本乾燥機は、ヒーターの吸い込み部と冷風吸い込み部のダンパー開度調整によって、温度

調整を行っています。温度調整がうまくいかない場合は、下記の要領にて点検・調整を行って

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調整方法 

        ダンパー弁調整は、蒸気の元バルブを締め、ヒーターの温度が熱くないことを確認してから

行ってください。 

         １） 冷風ダンパー弁の調整 

            ａ）乾燥温度６０℃以上に設定し、運転してください。 

            ｂ）ダンパー弁駆動カムが約９０°回転した後停止していることを確認してください。 

              注）ダンパー弁駆動カムの切り欠き部とストッパーには、隙間が開いています。 

            ｃ）Ａ部、Ｂ部のＭ６ネジを緩めてください。 

            ｄ）冷風ダンパーが全閉になる状態で、リンクＢに遊びがないようにＭ６ネジを締めてく

ださい。 

２） ヒーターダンパー弁の調整 

ａ）乾燥機を停止状態にし、ダンパー弁駆動カムの切り欠き部が、ストッパーに当たっ

ていることを確認してください。 

ｂ）Ｃ部のＭ８ナットを緩めてください。 

ｃ）ヒーターダンパー弁が全閉になる状態で、リンクＡに遊びのないようにＭ８ナットを

締めてください。 

注） 各連結板とダンパー弁の芯ずれがないように止めてください。芯ずれがあると駆動

中に引っ掛かり回らなくなることがあります。 
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  ６－２ Ｖベルトの点検調整 

ベルトの張り方 

１） ＡＣ２００Ｖの元電源を切ります。 

２） 後部ベルトカバーを外します。 

３） 中間プーリー台、及び駆動モーター台を、それぞれにあるベルト張り用ボルトにて、ベ

ルトを張ります。（ベルトの中間を指で押して１０ｍｍ程度たわむよう調整してください）      

注） （中間プーリー）～（バスケットプーリー）間のベルトを張る場合は、先に（モーター

プーリー）～（中間プーリー）間のベルトを一度緩めてからベルト張りを行い、その

後に（モータープーリー）～（中間プーリー）間のベルトを再度張り直してください。 

注） ベルトの張り過ぎは、ベアリングに余分な荷重がかかり、ベアリングの寿命を短く

しますので注意してください。 

           使用ﾍﾞﾙﾄ 

              ﾓｰﾀｰ ～ 中間ﾌﾟｰﾘｰ(大)        3V800・・・・3 本 

              中間ﾌﾟｰﾘｰ(小) ～ ﾊﾞｽｹｯﾄ      3V1000・・・5 本 

 

  ６－３  バスケットの芯出し 

        バスケットの口金と本体の口金との隙間が、上下左右平均していない場合は、バスケットが

回転中に接触したり、衣類を挟んだりします。この場合は、AC200V 元電源を切ってから、

後部ベルトカバーを外し、主軸ベアリングケースを止めている取付けボルト６本と、調整ボ

ルト３本で調整してください。 

        調整方法は、調整したい方向と直角にある取付けボルト２本と寄せたい側の調整ボルト         

３本以外のボルトを少し緩め、寄せたい側の調整３本以外のボルトを少し緩め、寄せたい

側の調整ボルトを締めこんで行います。 

          例） 

           バスケットの口金を機械正面より見て上に上げたい場合 

           ａ）ボルト②、⑤を残し、①、③、④、⑥及び、 “ｃ” “ｄ” “ｅ”を少し緩めます。 

           ｂ）ボルト“ａ” “ｂ” “ｆ”をバスケットの口金を見ながら締め込みます。 

           ｃ）ボルト“ｃ” “ｄ” “ｅ”を締めます。 

           ｄ）残りのボルト①、③、④、⑥をしっかり締めてください。 

          注）ナットを全部緩めると調整が出来なくなりますので注意してください。 
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  ６－４ 主軸部のベアリング交換                  

        ａ）バスケットを取り外します。 

         ・フタを蝶番部より外してください。 

         ・フタ部スイッチ外してください。 

         ・前面中央カバーを外してください。 

         ・バスケットを止めているＭ４５ナットを 

          外してください。 

         ・バスケットにＭ１２のタップ穴がありますので 

          下図の要領でバスケットを取り外してください。 

        ｂ）バスケットプーリーを取り外します。 

         ・バスケットプーリーを押さえているＭ１６ボルトを取り、 

          右図の箇所にプーリー抜きを掛けて、プーリーを抜き 

          取ってください。 

        ｃ）ベアリンブケースを取り外します。 

         ・４個のボルト①～⑥を取り外すと後へ抜けます。 

        ｄ）主軸ベアリングを交換します。 

         ・スナップリングを取り外し、ベアリング押さえ板を取り、木の上などに主軸の軸端 

          を突くように落とせば簡単に抜くことが出来ます。 

         ・ベアリングを交換し、逆の手順で組み立ててください。 
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７． エラー表示について 

    機械には、下記のトラブルが発生した場合、ブザー音を鳴らし、エラーＮｏ．を表示してお知らせす

るようになっています。エラー解除するには、１回電源スイッチをＯＦＦにしてください。 

ｴﾗｰ No. エラー名 内容 復帰処理 

Ｅ０１ モードエラー 運転中受付不可のスイ

ッチが押された 

２秒間ブザー鳴らした後自動復帰 

Ｅ０２ データーエラー データ化けが発生した 

（条件設定値が設定範

囲内を超えている） 

元電源をＯＦＦにし再度ＯＮしてくださ

い。“Ｅ０２”の表示の状態で “温

度” “乾燥” “冷風”の左下の条件

設定スイッチを同時に押してくださ

い。エラーが解除されます。次いで、

修正スイッチを押して修正モードに

入り、条件設定値が範囲内にあるか

確認の後変更して、再度修正スイッ

チを押して書込みをしてください。 

Ｅ０７ 温度エラー 運転開始から５分経過

してからファン出口温度

が、設定温度より１０℃

以上高くなった 

・設定温度の確認 

・サーミスタの確認 

・ヒーターダンパー弁、及び冷風ダン

パー弁が正常に作動しているか確

認してください。 

Ｅ１５ ファンモーターサーマ

ルエラー 

ファンモーターのサーマ

ルが作動した 

・元電源をＯＦＦにし、サーマルをリセ

ットしてください。 

・ファンモーターに負荷がかかってい

ないか、単相運転になっていない

か確認してください。 

Ｅ１６ 駆動モーターサーマ

ルエラー 

駆動モーターのサーマ

ルが作動した 

・元電源をＯＦＦにし、サーマルをリセ

ットしてください。 

・バスケットの回転に負荷がかかっ

ていないか、単相運転になってい

ないか確認してください。 

Ｅ１７ ドアエラー 運転中にドアが開いた ドアをしっかり閉めて再度運転スイッ

チを押してください。 

Ｅ３０ ﾌｧﾝ出口ｻｰﾐｽﾀ断線  サーミスタの交換 

Ｅ３１ ﾌｧﾝ出口ｻｰﾐｽﾀｼｮｰﾄ  サーミスタの交換 
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ｴﾗｰ No. エラー名 内容 復帰処理 

Ｅ６９ 一時停止時間オー 

バーエラー 

運 転 中 残 り 時 間 が 

“０” になっていない状

態の時に停止スイッチ

を 押 し て （ ド ア を 開 け

た）、一時停止状態にし

てから、１分以上経過し

ても、運転スイッチ、あ

るいは停止スイッチを押

していない 

・電源スイッチをＯＦＦにしてくださ

い。 

・再度電源スイッチを押して再運転し

てください。 

注） 室温、あるいは外気温が－２０℃未満の時には、Ｅ３０が発生することがありますが、サーミ

スタ異常ではありません。室内が０℃以上になるのを待ってから、機械をお使いいただくよう

お願いいたします。 

 

 

 

 

８． ディップスイッチ操作について 

    制御ボックス内（機械前側）の、制御基板上のディップスイッチによって、以下の設定ができます。 

    （ディップスイッチ２は、変更しないでください。正常に動作しなくなります） 

ＳＷ１；スイッチＮｏ． ＯＦＦ ＯＮ 

１   

２ 乾燥容量１０～２２ｋｇ 乾燥容量３５～７０ｋｇ 

３ ６０Ｈｚ ５０Ｈｚ 

４   

 

 

 

９． トラブルシューティング 

     機械を運転していく中で、何か異常が認められた場合には、以下に示す項目を確認してくださ

い。 

機械の症状 内容 確認事項、及び対処方法 

電源スイッチの

ランプが点灯し

ない 

元電源がＯＦＦ ・元電源の確認、及びマグネットボックス内のヒュ

ーズの確認をしてください。（ヒューズが切れてい

る場合は電気的ショートが考えられます） 

・５Ｖの安定化電源の故障。 

運転スイッチを

押したが運転さ

れない 

運転スイッチの作動不良 操作パネルの交換 

制御基板～操作パネル間

のケーブル不良 

・コネクタがしっかり差してあるか確認。 

・ケーブルに亀裂がないか確認。 
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機械の症状 内容 確認事項、及び対処方法 

ドアエラーが発

生する（Ｅ１７） 

ドアの確認 ドアが確実に閉まっているか確認。 

ドアスイッチ不良 ・ドアスイッチがＯＮになっているか確認。 

 （テスターにて導通チェックをしてください） 

・ドアスイッチが壊れていないか確認（同上） 

・ドアスイッチがしっかり固定されているか確認。 

ファンモーターの

サーマルが作動

する（Ｅ１５） 

元電源、及び電磁開閉器

の不備 

・単相運転になっていないか確認。 

・電磁開閉器の一次側、及び二次側の電圧降下

があるか確認。 

空気流通経路のゴミ詰ま

り 

リントフィルター、あるいは排気ダクト内にリントが

詰まっていないか確認してください。 

運転スイッチを

押してもファンが

回らない 

電磁開閉器の不良（コイ

ルには電圧がかかってい

る） 

電磁開閉器の交換。 

制御基板の故障（コイル

に電圧がかかっていない） 

制御基板の部品不良のため交換が必要 

駆動モーターの

サーマルが作動

する（Ｅ１６） 

乾燥物の入れ過ぎ バスケットにいれる量を規定量以内する。 

Ｖベルトの張り過ぎ Ｖベルトの張りの調整をしてください。 

駆動モーターの異常 Ｖベルトを外した状態で電流値を測定してくださ

い。電流値が高い場合には、ベアリング等の異常

が考えられます。 

主軸ベアリングケースの

異常 

ベアリングの異常が考えられます。 

バスケットが回ら

ない 

駆動モーターのサーマル

が作動している（Ｅ１６） 

機械の症状 “駆動モーターのサーマルが作動す

る” の項参照。 

Ｖベルトがすべっている Ｖベルトの張りの調整、あるいはＶベルトの交換。 

駆動モーターの異常 モーターが回転しているかどうか確認してくださ

い。 

主軸ベアリングケースの

異常 

バスケットキャップを外して主軸が回転しているの

にバスケットが回転しない場合、もしくはバスケッ

トプーリーは回転しているのに主軸が回転してい

ない場合は、主軸に取付けられたキーがとんでい

ます。この場合は、主軸の交換が必要です。 

元電源をＯＮし

た 状 態 で 、 フ ァ

ン、あるいはバ

スケットが回りだ

す 

電磁開閉器の溶着 元電源をＯＦＦの状態でも、電磁開閉器ＯＮ状態

の場合は、電磁開閉器を交換してください。 

制御基板の故障 元電源をＯＮすると電磁開閉器が ON の場合は、

制御基板のリレーの故障。制御基板を交換してく

ださい。 
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機械の症状 内容 確認事項、及び対処方法 

乾燥温度が上昇

し過ぎる（Ｅ０７） 

リントフィルター、あるいは

排気ダクトのゴミ詰まり 

リントフィルター、あるいは排気ダクトの点検、掃

除 

温度調整ダンパーが正常

に動作していない 

・温度調整ダンパーの調整をしてください。 

・ギアモーターが正常に動作していない場合は、

ギアモーターを交換してください。 

サーミスタ異常 サーミスタの交換。 

衣類が熱い リントフィルター部から空

気を吸っている 

・リントフィルターフタ(下部扉)がちゃんと閉まって

いるか確認してください。 

・リントフルターフタパッキンが劣化していないか

確認してください。劣化している場合は交換。 

ﾌｧﾝ出口ｻｰﾐｽﾀの異常 機械の症状 “乾燥温度が上昇し過ぎる” の項

参照。 

フタ部から空気を吸ってい

る（フタ部から空気を吸っ

ているためにバスケット出

口温度を低めに検知す

る） 

・フタパッキンが劣化していないか確認。 

・劣化している場合は、フタパッキンを交換してく

ださい。 

・フタパッキンが本体に全周接触していない場合

は、フタの調整をしてください。 

吸い込み部金網、あるい

はリントフィルターに埃が

溜まっている 

金網、及びリントフィルターの掃除をしてください。 

冷風設定時間が短い 再度、冷風時間の設定をしてください。 

ヒーターダンパー弁がしっ

かり閉まっていない 

ヒーターダンパー弁の調整を行ってください。 

（６－１ ダンパー弁の点検・調整の項参照） 

温度が上昇しな

い 

衣類の入れ過ぎ、脱水不

足 

適正量を充分脱水してください。 

リントフィルターフタ部から

空気を吸っている 

機械の症状 “衣類が熱い” の項参照。 

フタ部から空気を吸ってい

る 

リントフィルターが詰まって

いる 

リントフィルターを掃除してください。 

ﾌｧﾝ出口ｻｰﾐｽﾀの異常 サーミスタの交換。 

ヒーター吸い込み部金網

に埃が溜まっている 

金網の掃除をしてください。 

冷風ダンパー弁がしっか

り閉まっていない 

冷風ダンパー弁の調整を行ってください。 

（６－１ ダンパー弁の点検・調整の項参照） 



 

洗濯事業に関連する労働安全衛生法・規則について 

 

機械は労働安全衛生法・規則に該当する機械です。 

従って、下記の事項が使用者に義務づけられています。 

必ず遵守して頂きますようお願いいたします。 

 

乾燥設備に関する確認事項内容 

  １．乾燥設備の使用（労働安全衛生規則第二百九十六条） 

１） 危険物乾燥設備を使用するときは、あらかじめ、内部をそうじし、又は換気すること。 

２） 危険物乾燥設備を使用するときは、乾燥に伴って生ずるガス、蒸気又は粉じんで爆発又は火災の

危険があるものを安全な場所に排出すること。 

３） 危険物乾燥設備を使用して加熱乾燥する乾燥物は、容易に脱落しないように保持すること。 

４） 第二百九十四条第六号の乾燥設備（液体燃料又は可燃性ガスを熱源の燃料として使用する乾燥

設備）を使用するときは、あらかじめ、燃焼室その他点火する箇所を換気した後に点火すること。 

５） 高温で加熱乾燥した可燃性の物は、発火の危険がない温度に冷却した後に格納すること。 

６） 乾燥設備（外面が著しく高温にならないものを除く。）に近接した箇所には、可燃性の物を置かない

こと。 

 

  ２．乾燥設備作業主任者の選任（労働安全衛生規則第二百九十七条） 

事業者は、乾燥の作業については、乾燥設備作業主任者技能講習を終了した者のうちから、乾燥

設備作業主任者を選任しなければならない。 

（乾燥設備作業主任者技能講習については、各都道府県の(社)労働基準協会等へお問い合わ

せ下さい。） 

     作業主任者を選任すべき乾燥機（施行令第六条八 イ、ロ） 

１） 乾燥設備のうち、危険物等に係る設備で、内容積が一立方ﾒｰﾄﾙ以上のもの（施行令第六条

八 イ） 

      該当機種・・・CB-2W,CT-2W,３W,4W 

（ただし、危険物等に係る乾燥設備として使用する場合のみ対象となります）  

２） 電気乾燥機 定格消費電力が１０ｷﾛﾜｯﾄ以上の電気乾燥機（施行令第六条八 ロ） 

              該当機種・・・電気式乾燥機全機種 

３） ガス乾燥  燃料の最大消費量が毎時一立方ﾒｰﾄﾙ以上のガス乾燥機（施行令第六条八 イ）  

      該当機種・・・ガス式乾燥機全機種 (ただし、１０，１６ｋｇの LPG 仕様は除く) 

なお、作業主任者を選任すべき乾燥機においては、労働安全衛生法により、設置・移転・変更届出

が義務づけられていますので、設置する地域を管轄する労働基準監督署に届出てください。 

 

３．乾燥設備作業主任者の職務（労働安全衛生規則第二百九十八条） 

事業者は、乾燥設備作業主任者に次の事項を行なわせなければならない。 

１） 乾燥設備をはじめて使用するとき、又は乾燥方法若しくは乾燥物の種類を変えたときは、労

働者にあらかじめ当該作業の方法を周知させ、かつ、当該作業を直接指揮すること。 

２） 乾燥設備及びその附属設備について不備な箇所を認めたときは、直ちに必要な措置をとるこ

と。 

３） 乾燥設備の内部における温度、換気の状態及び乾燥物の状態について随時点検し、異常を

認めたときは、直ちに必要な措置をとること。 

４） 乾燥設備がある場所を常に整理整とんし、及びその場所にみだりに可燃性の物をおかないこと。  



 

４．定期自主検査（労働安全衛生規則第二百九十九条） 

    事業者は、乾燥設備及び附属設備については、一年以内ごとに一回、定期に、次の事項について自

主検査を行ない、記録し、これを三年間保存しなければならない。 

１） 点検すべき項目 

（１） 内面及び外面並びに内部のたな、わく等の損傷、変形及び腐食の有無 

（２） 危険物乾燥設備にあっては、乾燥に伴って生ずるガス、蒸気又は粉じんで爆発又は火災

の危険があるものを排出するための設備の異常の有無 

（３） 第二百九十四条第六号の乾燥設備（液体燃料又は可燃性ガスを熱源の燃料として使用

する乾燥設備）にあっては、燃焼室その他点火する箇所の換気のための設備の異常の

有無 

（４） のぞき窓、出入口、排気孔等の開口部の異常の有無 

（５） 内部の温度の測定装置及び調整装置の異常の有無 

（６） 内部に設ける電気機械器具又は配線の異常の有無 

２） 記録すべき事項 

（１） 検査年月日 

（２） 検査方法 

（３） 検査箇所 

（４） 検査の結果 

（５） 検査を実施した者の氏名 

（６） 検査の結果に基づいて補修等の措置を講じたときは、その内容 

３） 補修等（労働安全衛生規則第三百条） 

自主検査の結果、乾燥機又はその附属設備に異常をみとめたときは、補修その他必要

な措置を講じた後でなければ、これらの設備を使用してはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.
検査結果

（○・△・×）

4

6

乾燥設備の定期自主検査記録表
（労働安全衛生規則　第二百九十九条の乾燥設備定期自主検査の規定による）

会社名

確認者
作業

主任者
検査

担当者

検査実施日
記録保管期日

製造番号

（工場名）

検査機種名

型式

検査記録は３年間保管する義務があります

処置内容
（△・×の処置内容）

点検・検査事項 点検箇所・点検内容

内部の変形、固定物の外れはない
か（目視、触診）

腐食、さびはないか（目視）

内面及び外面並びに内部のたな、わく等
の損傷、変形及び腐食の有無

排気ﾀﾞｸﾄにﾘﾝﾄ堆積、異物がないか
（目視）

排気ﾌｧﾝは正常か
（排気の確認）

危険物乾燥設備にあっては、乾燥に伴っ
て生ずるｶ゙ｽ、蒸気又は粉じんで爆発又
は火災の危険があるものを排出するた
めの設備の異常の有無（対象：石油系乾
燥機）

ﾊﾞー ﾅｰ部に異物等がないか
（目視）

排気ﾌｧﾝは正常か
（排気の確認）

労働安全衛生規則第二百九十四条第六
号の乾燥設備にあっては、燃焼室その
他点火する箇所の換気のための設備の
異常の有無（熱源が蒸気・電気を除く）

1

2

3

のぞき窓、出入口、排気孔等の開口部
の異常の有無

排気ﾀﾞｸﾄにﾘﾝﾄ堆積、異物がないか
（目視）

内部の温度表示は正常か
（目視）

運転し、衣類の乾燥状態が正常か

　　　　　   年　　月　　日

　　　　　   年　　月　　日迄保管する

内部に設ける電気機械器具又は配線の
異常の有無

機械内部の配線に傷等がないか
（目視）

注１）　○：良好につき補修不要　　　△：都度判断　　　×：不良につき要補修

注２）　毎年１年以内に実施のこと

備考欄（上記枠に記載できない事項を記載）

5
内部の温度の測定装置及び調整装置の
異常の有無



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


